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第１４期 第８回 鳥取市校区審議会の審議概要について

１ 日 時  令和元年１２月２３日（月）１４時００分 ～１６時４０分

２ 会 場  鳥取市役所 本庁舎６階 第３会議室

３ 出席者  本名会長、南部副会長、谷口委員、音田委員、上田委員、吉澤委員、川口委員、

牛尾委員、森本委員、民家委員

事務局：中村次長、竹田主幹兼指導主事、大坪主任

４ 報告事項

（１）第７回校区審議会審議概要について

（２）校区審議に関連する活動報告について

５ 議 事

（１）本市の中長期的な校区のあり方について

  前回した検討した学校規模の基準に照らし、鳥取市を６つのエリアに分け、２０年後のそ

のエリアの児童生徒数を見通しながら議論を行いました。また、推計に用いる児童生徒数の

減少率についても確認しました。

【主な意見】

   ・児童生徒数のことを考えてある程度の数が確保されなければならないことを踏まえると、６

つのエリア分けになるのではないか。

   ・新市については、旧行政区を越えて考えるのは今のところ難しいのではないか。

・６つのエリア分けは住民や保護者の方にも受け入れてもらいやすいのではないか。

・旧市の千代川以東の南北の区分をどのように定義していくか。

・過去の校区審議会で、南中の大規模化の課題に関しての答申を出しており、そういった経緯

からも南中校区がエリアの境界線になっているのではないか。

・仮に千代川以東を１つのエリアとすると、他のエリアとのバランスが取れなくなるので、２

つか３つのエリアに分けるのがいいのではないか。

・エリアの分けがあまりにも大きすぎると、受け取る側からすれば自分のところは関係ないの

ではないかという考えを生むことが懸念される。

・学校数で言えば、千代川以東は元々学校が集中していて非常に多い。エリアのわかりやすさ

で言えば、千代川以東も福部・国府も含めて一つにした方が見やすいが、小学校数が 20いく
つが 10いくつになると言ってもわかりにくいので、便宜的に北側と南側に分けるということ
で理解いただけないものか。

・旧市と新市は同じ土俵に乗せないという状況は１０年、２０年経過しても同じなのかどうか。

・国府と福部をなかなか一緒にできないのであれば、生活圏や距離感も考慮すると、千代川以

東の北側に福部を、南側に国府を含めるという形もあるのではいか。

・エリアに組み込まれたからと言って学校がなくなるわけではないので、国府と福部を、千代川以東

の北側と南側のエリアにそれぞれ組み込んではどうか。

・検討するエリアとして、新市を旧市に組み込んでも新市から学校がなくなるわけではない。あくま

でも大きなエリアの中で、どこに学校を配置すべきか地域に検討していただくということである。
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・東中は千代川以東の北側と南側のどちらのグループとも考えられ、日進小も線路をまたいでいる校

区なので、どちらにも動かせるような形に整理してはどうか。

・宮ノ下は旧市に近いかもしれないが、国府町の旧市から最も遠い場所の生活圏は旧市なのかどうか

はわからないので、エリア分けとしては提案どおりのものでいいのではないか。

・地域から学校がなくなると地域が衰退するため、新市部分を旧郡ごとに３つに分けて、概ね旧町村

ごとに義務教育学校が残る形に整理されており、いいのではないか。将来の減少の幅は予測でき

ないので、減少幅が大きくなって小規模化が進んだ場合は別途検討するということではどうか。

・エリアの中で、学校数がいくつからいくつということで、色々な可能性を余地として残している点

はいいと思う。

・20年後の人口が予想以上に減る場合も想定されるわけで、今ある義務教育学校を 20年後も維持す
るという答申はいかがなものか。

・現在の義務教育学校が、本当に生徒にとっていいのかということは各地域でも議論が続いていると

思うが、これから小学校を残しながら中学校を統合するという案もあったり、義務教育学校に残

ってもいいし隣の中学校に行ってもいいという選択肢が許されたりという時代が来ることも考え

られる。通学できる生徒は大規模な学校に通って、もっと多くの出会いなどの体験を中学校時代

にさせたいのだという保護者のニーズに応えられるような時代も来るのではないか。

・今後、今のまま人口減少が進めば、学校がなくなってしまう可能性はあるものの、残したいのであ

れば残すためにどのようにやっていこうかと考えるのも各校区の議論の中であってもいいと思う。

ただ、あくまでも将来的な人口のことを踏まえると、学校数を減らさざるを得ないということを、

ある程度方向性として出していくのが、校区審議会の役割ではないか。

【会長総括】

地域によっては、旧市内にも小さい小学校があるわけで、場合によっては統合せざるを得ない時

代が来ると思う。鳥取市全体の人口全体が減ってきており、若者が減り、子どもが減ってきている

ので、旧市内の保護者や地域の方々にも、自分たちの学校だけは絶対に存続するということではな

く、考えていただかざるを得ない時代が迫ってきている。ある程度身近なところで、今のままでは

厳しいのではないかということを考えていただくことも必要だということを答申に盛り込みたい。

なるべく学校を残したいという気持ちもある中で、どこかで統廃合をしないといけない時代が、お

そらく 20 年後までには来る。現時点での児童生徒の減り方だと、やはり今から考えておかないと
いけないというメッセージを出すのが、我々の考えている 20年後を見通した答申だと思う。
次回は、今回の案と、千代川以東について福部町を千代川以東の北側に、国府町を千代川以東の

南側に組み込む案を提案したいと思うので、もう一度検討したい。また、学校数の算定に用いる減

少率は、エリアごとの減少率としたい。

（２）「千代川以西エリアの学校のあり方」について

城北小校区の千代川以西エリアについて、資料を確認し、中長期的な学校のあり方の議論を踏ま

えながら具体的な校区再編案や義務教育学校の設置なども含め次回協議することとしました。
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高草中学校の生徒数（予測 R１～R１３）

【年度別生徒数】

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

1 88 3 89 3 86 3 263 9
2 97 3 88 3 89 3 274 9
3 86 3 97 3 88 3 271 9
4 82 3 86 3 97 3 265 9
5 90 3 82 3 86 3 258 9
6 81 3 90 3 82 3 253 9
7 98 3 81 3 90 3 269 9
8 109 4 98 3 81 3 288 10
9 120 4 109 4 98 3 327 11
10 125 4 120 4 109 4 354 12
11 106 4 125 4 120 4 351 12
12 130 4 106 4 125 4 361 12
13 108 4 130 4 106 4 344 12 30.79
※R1.5.1現在の生徒数
※R2年度以降６年間の１年生は、R1.5.1現在の該当小学校区各学年児童数
※R8年度以降の１年生は、R1.5.1現在の該当地域出生児数
※R2年度以降の２、３年生は、前年度の各１学年下の生徒数
※学級数は、現在の鳥取県公立小・中・特別支援学校少人数学級編成基準により算出
（１年：３３人学級、２・３年：３５人学級）

年度
１年生 ２年生 ３年生 全　校 全校生徒数

増　減　率
（対比R1）
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世紀小学校の児童数

【年度・学年別児童数】

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 生徒数 学級数

1 56 2 50 2 56 2 49 2 52 2 53 2 316 12

2 79 3 56 2 50 2 56 2 49 2 52 2 342 13

3 69 3 79 3 56 2 50 2 56 2 49 2 359 14

4 69 3 69 3 79 3 56 2 50 2 56 2 379 15

5 66 3 69 3 69 2 79 3 56 2 50 2 389 15

6 83 3 66 3 69 2 69 2 79 3 56 2 422 15

7 66 3 83 3 66 2 69 2 69 2 79 3 432 15 36.7

※R1.5.1現在の児童数

※R2年度以降の１年生は、R1.5.1現在の該当地域出生児数

※R2年度以降の２～６年生は、前年度の各１学年下の児童数

※学級数は、鳥取県公立小・中・特別支援学校少人数学級編成基準により算出

（１・２年生：３０人学級　　３年生以上：３５人学級）

６年生 全　校 全校児童数
増　減　率
（対比R1）

年度
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生
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大正小学校の児童数

【年度・学年別児童数】

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 生徒数 学級数

1 27 1 21 1 22 1 24 1 25 1 34 1 153 6

2 29 1 27 1 21 1 22 1 24 1 25 1 148 6

3 41 2 29 1 27 1 21 1 22 1 24 1 164 7

4 50 2 41 2 29 1 27 1 21 1 22 1 190 8

5 36 2 50 2 41 2 29 1 27 1 21 1 204 9

6 43 2 36 2 50 2 41 2 29 1 27 1 226 10

7 35 2 43 2 36 2 50 2 41 2 29 1 234 11 52.94

※R1.5.1現在の児童数

※R2年度以降の１年生は、R1.5.1現在の該当地域出生児数

※R2年度以降の２～６年生は、前年度の各１学年下の児童数

※学級数は、鳥取県公立小・中・特別支援学校少人数学級編成基準により算出

（１・２年生：３０人学級　　３年生以上：３５人学級）

６年生 全　校 全校児童数
増　減　率
（対比R1）

年度
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生
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東郷小学校の児童数

【年度・学年別児童数】

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 生徒数 学級数

1 7 1 3 1 5 1 6 4 1 6 31 4

2 1 1 7 1 3 6 1 4 5 1 26 4

3 6 1 1 1 7 3 1 6 4 1 27 4

4 3 1 6 1 1 7 1 3 6 1 26 4

5 3 1 3 1 6 1 1 7 3 1 23 4

6 2 1 3 1 3 6 1 1 7 1 22 4

7 3 1 2 1 3 3 1 6 1 1 18 4 -41.93

※R1.5.1現在の児童数

※R2年度以降の１年生は、R1.5.1現在の該当地域出生児数

※R2年度以降の２～６年生は、前年度の各１学年下の児童数

※学級数は、鳥取県公立小・中・特別支援学校少人数学級編成基準により算出

（１・２年生：３０人学級　　３年生以上：３５人学級）

６年生 全　校 全校児童数
増　減　率
（対比R1）

年度
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生
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207
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明治小学校の児童数

【年度・学年別児童数】

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 生徒数 学級数

1 8 1 7 1 7 3 1 5 4 1 34 4

2 0 8 1 7 7 1 3 5 1 30 3

3 4 1 0 8 1 7 7 1 3 29 3

4 3 1 4 1 0 8 1 7 7 1 29 4

5 1 1 3 1 4 0 8 1 7 23 3

6 2 1 1 1 3 4 1 0 8 1 18 4

7 4 1 2 1 1 3 1 4 0 14 3 -58.82

※R1.5.1現在の児童数

※R2年度以降の１年生は、R1.5.1現在の該当地域出生児数

※R2年度以降の２～６年生は、前年度の各１学年下の児童数

※学級数は、鳥取県公立小・中・特別支援学校少人数学級編成基準により算出

（１・２年生：３０人学級　　３年生以上：３５人学級）

６年生 全　校 全校児童数
増　減　率
（対比R1）

年度
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生
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千代川以西エリアの生徒数（北中学校区在住）
※北中学校区：安長・商栄町・千代水1～2・南安長1～3・緑ケ丘2～3
【年度別生徒数】

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

1 17 1 10 1 20 1 47 3
2 23 1 17 1 10 1 50 3
3 20 1 23 1 17 1 60 3
4 22 1 20 1 23 1 65 3
5 22 1 22 1 20 1 64 3
6 29 1 22 1 22 1 73 3
7 20 1 29 1 22 1 71 3
8 28 1 20 1 29 1 77 3
9 34 2 28 1 20 1 82 4
10 31 1 34 1 28 1 93 3
11 27 1 31 1 34 1 92 3
12 34 2 27 1 31 1 92 4
13 42 2 34 1 27 1 103 4 219.14
※R1.5.1現在に当該エリアに在住する子どもの数
※R1年度は、実際に北中学校に通学している児童数
※R2年度以降６年間の１年生は、R1.5.1現在の該当小学校区各学年児童数
※R8年度以降の１年生は、R1.5.1現在の該当地域出生児数
※R2年度以降の２、３年生は、前年度の各１学年下の生徒数
※学級数は、現在の鳥取県公立小・中・特別支援学校少人数学級編成基準により算出
（１年：３３人学級、２・３年：３５人学級）
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千代川以西エリアの児童数（城北小学校区在住）
※城北小学校区：安長・商栄町・千代水1～2・南安長1～3・緑ケ丘2～3

【年度・学年別児童数】

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 生徒数 学級数

1 17 1 21 1 22 1 18 1 17 1 20 1 115 6

2 28 1 17 1 21 1 22 1 18 1 17 1 123 6

3 34 2 28 1 17 1 21 1 22 1 18 1 140 7

4 31 2 34 2 28 1 17 1 21 1 22 1 153 8

5 27 1 31 2 34 1 28 1 17 1 21 1 158 7

6 34 2 27 1 31 1 34 1 28 1 17 1 171 7

7 42 2 34 2 27 1 31 1 34 1 28 1 196 8 170.43

※R1.5.1現在に当該エリアに在住する子どもの数

※R1年度は、実際に城北小学校に通学している児童数

※R2年度以降の１年生は、R1.5.1現在の該当地域出生児数

※R2年度以降の２～６年生は、前年度の各１学年下の児童数

※学級数は、鳥取県公立小・中・特別支援学校少人数学級編成基準により算出

（１・２年生：３０人学級　　３年生以上：３５人学級）
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